
「新・群馬県総合計画」１年目（2021年度）の評価検証結果

■進捗状況
【達成A】 実績値が目標値を上回り、達成した状態
【前進B】 実績値が目標に向かい、基準値（策定時）から前進している状態
【横ばいC】 実績値が基準値（策定時）から変動が見られない状態
【後退D】 実績値が基準値（策定時）の数値より後退している状態

※割合（％）は未確定を除く【達成A】～【後退D】の小計を分母にしている

2021年度（KPI実績）

70%

後退D 28%

達成A 8%

前進B 62%

横ばいC 2%

 59のKPIのうち、実績値が判明した50のKPIについて評価検証を実施

 KPI全体の進捗状況は、「達成A」＋「前進B」の割合が70％

 一方、「横ばいC」＋「後退D」の割合は30％
新型コロナウィルスの影響を強く受けたものがあるが、達成に向けた取組を
進めていく

 【「新・群馬県総合計画に係る懇談会」有識者意見】
○計画を策定してからの取組は非常に良い。
○事業効果などを数値で捉え、可視化していくことも重要である。
○県民、企業などの関係者に対し、参加する意識改革を訴える必要がある。
○県では様々なDXの取組が進んでいると評価できる。

総括 進捗状況は、概ね良好

有識者意見も踏まえ、引き続き、目標達成に向けさらなる取組
を進めていく。後退したKPIについては、要因分析を行った上で、
その解決に向けた取組を進めていく


